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１．スケールクリーンについて 
 

 スケールクリーンは水量の回復および増加を目的として、化学的に孔内のクリーニング

を行なうために開発された水溶性の液体洗浄剤です。 

 その効果は、一般水管に付着した粘土類および金属水酸化物の溶解、分散作用を始め有

機物の分解作用、またカルシウムあるいはマグネシウム炭酸塩などの沈殿物などの一切の

障害となるものを取り除きます。 

 また、スライムなどがスクリーンの孔、滞水層の砂礫の間隙などの開口部をふさぎ、水

が流入しにくくなっている場合にも効果があります。 

 

２．成  分 
 

       ① 有機酸    ② 非イオン系活性剤    ③ 防錆剤 

 

 

３．スケールクリーンの性状および荷姿 
      

       ① 色 調     淡黄色 

       ② ｐ Ｈ     ０．５～２．０ 

       ③ 比 重     １．２４～１．２６（at ２０℃） 

       ④ 荷 姿     ２５kgポリ缶（NET ２０L） 

 

 

４．使用方法 
 

 一定量のスケールクリーンを井戸内に注入し、十分にスケールと洗浄剤（スケールク

リーン）が接触するようにスワッピングを行なってください。接触時間はスケールの付着

量によっても異なりますが、２４～４８時間が適当です。 

 また、４～８時間を基準として洗浄液のｐＨを測定してください。ｐＨが３以上になる

と洗浄液の効果が低下しますので、さらに洗浄が必要な場合にはスケールクリーンを新し

く注入すると効果的です。 

 洗浄終了後の液の廃棄については炭酸ソーダなどで中和してください。使用した洗浄液

の原液に対して、２０～３０％の炭酸ソーダを基準にしてください。 

 

 

 



５．標準使用量 
  

 標準添加量として、井戸内の容量に対して７％のスケールクリーンを使用してください。 

  スケールクリーン７％添加時の孔径に対する使用添加量は次の通りです。 

 

 

計算式） 孔内容量 〔L/m〕＝｛(孔径〔mm〕／２０００)２＊π＊１〔m〕｝＊１０００ 

     標準添加量〔L/m〕＝ 孔内容量〔L/m〕＊ ０．０７ 

    

    

     スケールクリーン７％調整時の標準添加量 

 

井戸の孔径(mm) 孔内容量(L/m) 標準添加量（L/m） 

   ５０     １．９６     ０．１４ 

  １００     ７．８５     ０．５５ 

  １５０    １７．６７     １．２４    

  ２００    ３１．４２     ２．２０ 

  ２５０    ４９．０１     ３．４４ 

  ３００    ７０．６８     ４．９５ 

  ３５０    ９６．２１     ６．７４ 

  ４００   １２５．６６     ８．８０ 

  ４５０   １５９．０４     １１．１３ 

  ５００   １９６．３４    １３．７４ 

  ５５０   ２３７．５８    １６．６３ 

  ６００   ２８２．７４    １９．７９ 

 

   例）自然水位までの水深が５０ｍで孔径２００ｍｍの水井戸の場合、スケール 

     クリーン添加量は、以下のように求められます。 

 

     所要添加量〔L〕＝ 標準添加量〔L/m〕＊ 水深〔m) 

               ＝ ２．２０ ＊ ５０ 

               ＝ １１０      （５１/２缶）  

                ＝ １３７．５〔kg〕 （１１０L ＊１．２５） 

 

 

６．スケールクリーンの毒性 
          

       経口毒性（ラット）      ＬＤ５０  

       スケールクリーン       ４．２４ mg/kg 

       乳  酸           ３．７３  〃 

       酢  酸           ３．３１  〃 

 

 

７．注意事項 
    

  スケールクリーンまたはスケールクリーンの希釈液が皮膚に付着した場合は、清水で 

 十分に洗浄してください。あらかじめゴム手袋や保護眼鏡を(ゴーグル)を着用しますと 

 安全に作業を行なうことができます。 

              以 上 


